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　当院では令和7年 4月より、最新の SIEMENS 社製
1.5T MRI「Altea」の運用を開始しました。これまで
使用していた SIEMENS 社製 1.5T MRI「Symphony」
（2004 年 3 月導入）は、約 21年間にわたり地域医療
に貢献してきましたが、装置の老朽化と最新技術への
対応を目的に、新しい MRI 装置へ更新されることにな
りました。
　MRI（Magnetic Resonance Imaging）は、強力な
磁石と電磁波を利用し、放射線を使用せずに体内の詳
細な画像を撮像できる技術です。MRI では、複数の撮
像法を組み合わせることで、軟部組織や血管、神経な
どの詳細な情報を得ることができ、様々な疾患の診断
に役立ちます。
　今回導入された「Altea」は、最新の付属機器や画
像処理技術に加えて AI 技術を搭載し、よりクリアな画
像を迅速に取得できるようになったことが特長です。従
来の装置では靭帯や神経の様な小さく細かい部位や動
きのある部位の撮像にはノイズも多く、検査時間が長
くなってしまいました。それに対して新しい MRI 装置で
は、信号を多く収集でき、更に AI 技術を活用して画像
のノイズを抑えることができるため、同じ画質を得るた
めの時間を短縮して患者さんの負担を軽減することが
できます。それに加えて、以前の MRI 装置では撮像が
難しかった頭部や腹部や下肢全長の血管撮像や全身領
域に対応する新しい撮像法も追加されました。
　この最新 MRI 装置「Altea」の導入により、当院の
画像検査の質がさらに向上し、より正確な診断と適切
な治療方針の決定の手助けができると期待できます。
今後も、最新の医療技術を活用し、地域の皆様に安心・
安全で高品質な医療を提供してまいります。MRI 検査
に関するご質問やご不明な点がございましたら、お気
軽にスタッフまでお尋ねください。

　この度２０２５年３月２１日より、マンモグラフィ検診
や乳腺科や外科などで多くの患者さんに利用していた
だいておりましたマンモグラフィ撮影装置が新しくなり
ました。
　従来の装置よりも低線量で撮影が可能かつ痛みを軽
減する機能を備えており、より一層患者さんに寄り添っ
た機器へと更新しました。

　今回、当院に導入されました富士フィルム社製
AMULET SOPHONITY の特徴をマンモグラフィ認定
技師の私のほうから、さらに詳しく２点ご説明させてい
ただきます。

　まず１つ目『なごむね』についてです。通常マンモグ
ラフィは病変を見えやすくするためにも圧迫をしっかり
と行い乳房の厚みを最大限うすくし、患者さんが耐え
られる最大圧をかけたまま十数秒固定し撮影します。
この際に患者さんにかかる痛みがマンモグラフィがほか
の検査よりも嫌遠される最も大きな理由の一つだと思
います。そこで今回導入された圧迫自動減圧機能
「Comfort Comp　なごむね」です。『なごむね』は
圧迫の目的である乳房の厚みが変化しない範囲で圧迫
圧を減圧する機能です。物理現象のヒステリシス現象
をもとに活用しており『なごむね』を使用したからといっ
て画像が悪くなることはありません。

　２つ目、AMULET SOPHONITY では今まで当院で
は撮影できなかったトモシンセシス（３D マンモグラ
フィ）を撮影することが可能になりました。従来のマン
モグラフィ装置は２D撮影のみであるがゆえに、乳腺の
量が多い患者さんの場合、乳腺の重なりで病変が隠れ
見えにくいことがありました。それを解決するのがトモ
シンセシスです。下の図のように角度を変えながら撮
影を行うことによって従来の撮影方法では発見が難し
かった病変の描出が可能となっています。

　今までマンモグラフィ検査に対してネガティブな気持
ちが多く検診への腰が重かった方にも、今日マンモグ
ラフィの検査があるの嫌だなぁと気分が落ちていた方
にも、この記事を読み検診、検査、行ってみようかな
と思っていただければ幸いです。
新しくなったマンモグラフィ装置とともに皆様をお待ち
しております。
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